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『 は じ め に 』 
 

佐倉市シルバー人材センターは、2012(平成 24)年 4 月に公益社団法人に移行

後、少子高齢化の急速な進展による経済社会の変化に対応するための基本的な運営

方針を定めるため、2016(平成 28)年 3 月に中期５か年計画を策定して、事業運

営を進めてきました。 

 2017(平成 29)年度には福祉有償運送サービス事業を新規事業として立ち上げ、

訪問介護事業所の拡充・拡大、家事支援など生活支援事業を推進しました。

2019(令和元)年度には、消費税率の改定に伴う顧客単価の見直しを行い、財政基

盤の安定確保を図るとともに、基本的課題である会員の拡充と就業機会の確保・拡

大をめざし、年度末における会員数は 1,166 人となり、女性会員比率が 30％に到

達、新たに女性部会が設置されるなど女性会員の活躍推進の取り組みが進展しまし

た。また契約金額に占める企業からの受注実績の割合が全体の 50％近くとなるな

ど、会員拡充と就業機会確保の課題を前進させることができました。 

このことは、会員・事務局職員・理事会が一体となって目標に向けた取り組みの

結果であるとともに、市民や企業の皆様、佐倉市や関係団体のご支援・ご協力の賜

物であり、心から感謝申し上げます。 

 今日、本格的な人口減少が進む中で、シルバー人材センターにおいて高齢者の活

躍の場を広げ、人手不足分野における就業機会の開拓や、高齢者世帯の生活支援、

子育て支援・家事援助サービス、空き家管理などの取り組みを強化する国の方針が

示されており、働く意欲のある高齢者が生きがいを持って活動できるよう、あらゆ

る就労の機会を開拓し提供できるセンターの役割をさらに発揮していくことが求め

られています。 

 そのために、前中期計画の終了を受け、新たな中期計画を策定しました。この計

画は、2021(令和 3)年度から 2023(令和 5)年度にわたる、今後 3 年間の当セン

ターの指針となる６項目の基本計画と実際に取り組むべき施策を定めたもので、

2020(令和 2)年度に実施した会員アンケートに示された会員の皆さんの意向をも

踏まえ、課題を整理し、幅広く数値目標を設定しました。   

計画の期間は、年度ごとの数値目標がより現実的な設定となるよう３年間としま

した。また、ＰＤＣＡサイクルによる施策の達成度の点検・評価を行い、必要な見

直しを図っていくこととしています。 

すべての会員と顧客の皆様の満足度アップを念頭に、魅力ある佐倉市シルバー人

材センターをめざして、事業運営に取り組んでまいりますので、関係の皆様のより

一層のご指導とご協力をお願い申し上げます。 

 

2021(令和 3)年 3 月 

公益社団法人 佐倉市シルバー人材センター 

会長 田中 千俊 
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基本計画と具体的取り組み 
 

 

 

１就業機会の拡充 
 

 会員に対する就業機会の拡充を、当センターの重要課題として位置づけ積極的に

取り組んでいきます。 

 

（１）就業開拓の強化 

 

① 民間企業へのアプローチをさらに強化し、新たな事業所・新たな職種を含め

新規開拓分野などに積極的に取り組んでいきます。 

 

［具体的取り組み］ 

  

・役職員を先頭に、組織の総力を挙げてアプローチの強化に努めます。 

 

・新事業所、新職種等の新規開拓先を幅広く対象とし、 

継続して行います。また、具体的対象として、福祉 

事業所、女性会員向け事務系などを考慮していきます。 

 

 

 ・センターの PR ポスターを作成し、自治会掲示板やスーパー等の店頭への

掲載をめざします。 

 

・企業向け、公共機関向けの新たなパンフレットを作成・活用してセンター

の PR および潜在能力をアピールしていきます。 

 

 

② 市役所・商工会議所・社会福祉協議会等の公的機関 

との情報交換や就業ニーズの収集など今まで以上に 

連携を強化していきます。 

 

［具体的取り組み］ 

 

・あらゆる機会をとらえ指定管理者入札に挑戦し、選定されなかった場合でも

指定管理者との提携をめざします。 

 

・市役所との人的ネットワークを強化し、就業機会の拡充をめざします。 

 

・佐倉市公式ウェブサイト【トップ⇒ 暮らし⇒暮らしの場面⇒就職・退職⇒

就業・労働に関する各種機関の紹介】欄へのセンターの掲載を要請し、セン

ターの認知度向上を図ります。 
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③ 就業開拓を強化するとともに、専担者を配置する 

などして、就労相談窓口を活用したキメの細かい 

就労相談を行っていきます。また具体的な事案に 

ついて、適切で有効なマッチングを行っていくな 

ど体制の強化にも努めていきます。 

 

［具体的取り組み］ 

 

・お客様や会員からの要望を分析し、新規事業展開を検討します。 

 

・就業相談窓口の専担者をおき、きめ細かい個別相談に応じていきます。 

 

[数値目標] 

 

 

 

http://www.city.sakura.lg.jp/0000005658.html 

 

http://www.city.sakura.lg.jp/
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（２）高齢者支援事業の拡大  

 

超高齢化社会に対応すべく運営体制の強化をめざします。 

 

① 訪問介護事業において、ヘルパーの増員、ICＴ化を推進することにより 

運営体制の強化に努めます。 

 

② 福祉有償運送サービス事業において、介護認定者に限定せず、不特定多数の

移動困難者を対象とした移動サービスをめざします。 

 

③  生活支援サービス事業において、更なるきめ細かな生活支援をめざします。 

 

 

（３）会員のニーズ把握 

 

① 会員に対する希望職種や条件、保有する能力や資格・スキルの定期的な調査

を行い、その調査結果のデータベース化を図り就業機会の拡充につなげます。 

 

［具体的取り組み］ 

 

 ・定期的なアンケート等で会員情報を収集し、活用できるデータベースを整備

します。 

 

 ・会員データベースの整備と事務局職員による有効活用をめざし、事務局職員

を対象とした講習会を実施していきます。 

 

 

② 希望する仕事がない・条件が合わないということで未就業となっている会員

に対して、様々な施策を講じて未就業者数を減少させていきます。 
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［具体的取り組み］ 

 

・機動的な実態把握に努めます。 

 

・相談窓口の充実・強化を図ります。 

 

・新たな就業先開拓に全力を挙げて取り組みます。 

 

・新入会員研修等で、キャリアに関わらない就労希望への意識変えを図りま

す。 

 

・就労体験を聞く会の開催を検討します。 

 

・求人情報を職種別に整理するなどして、就業先を探しやすくします。 

 

・就労待機者向けに、つなぎとしての独自事業の創出を図ります。 

 

 

会員の拡大 
 

（１）PR用の冊子を作成し各方面に配布するなど、入会説明会開催の周知活動を強

化していきます。 

 

［具体的取り組み］ 

 

・入会希望見込み者向けＰＲ冊子を作成し、新規入会者を増やします。 

 

・入会説明会告知の大型ポスターの作成および市内各所に掲示し、周知活動を

強化します。 

 

・就業相談・入会説明会及び新入会員研修用の共通テキストを作成し、活用を

図ります。 

 

（２）女性会員の入会を積極的に行い、全体に占める女性会員の比率を現行の 

３０％から３4％への引き上げをめざします。 

 

［具体的取り組み］ 

 

 ・女性にアピールできる大型ポスターを作成し掲示することで女性の入会を促進

します。 

 

 ・女性の具体的な希望職種を収集し、新規開拓先職種に加えて就労先拡充を図り

ます。 
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・女性向けの入会を勧めるパンフレットを作成し、女性会員の協力による友人・

知人への配布、働きかけを行うようにします。 

 

 

（３）女性会員の意見を聞き、女性リーダーの育成を図り女性役員の登用をすすめ

ていきます。 

 

［具体的取り組み］ 

 

・女性部会による地域別等の小集会などを実施し、女性の

交流の場の創設と意見把握に努めます。 

 

 

（４）新入会員には、センターの概要を丁寧に 

説明し会員としての理解を深めるようにサポート活動

を充実させていきます。 

 

［具体的取り組み］ 

 

・入会後軌道に乗れていない会員のケア・相談のため、地域班

班長によるフォロー体制をめざします。 

 

 

（５）退会の申し出があった会員には、退会理由の詳細を可能な

限り収集して、今後の退会抑止策につなげていきます。 

 

 

[数値目標] 

 

 

2020年

度見込

2021年

度

2022年

度

2023年

度

女 (人) 35,665 36,055 36,445 36,835

男 (人) 30,663 30,773 30,883 30,993

合計 (人) 66,328 66,828 67,328 67,828

0
10,000
20,000
30,000
40,000
50,000
60,000
70,000
80,000

（参考）佐倉市60歳以上の予想人口
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新たな事業への挑戦 

 

（１）地域ニーズの把握に努め、現役世代を支えるための子育て支援

事業を立ち上げるとともに、女性ニーズの職種開拓など柱とな

る新たな事業の確立に挑戦していきます。 

 

［具体的取り組み］ 

 

・未就学児の一時預かりなど、子育て支援事業の調査活動に取り組みます。  
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（２）新たに進出すべき事業分野の調査を積極的に行い、事業の柱となる分野の確

立をめざしていきます。 

 

［具体的取り組み］ 

 

・福祉有償輸送サービスと介助・家事支援・ワンコインサービスを組み合わせ

るなど、提供サービスの多角化をめざします。 

 

・市と連携して空き家管理の事業化の取組を図ります。 

 

・お客様や会員からの要望を分析して、新規事業の展開を

検討します。 

 

 

 

PR 活動の充実と組織の活性化 

 

（１）PR 活動の充実 

 

① センターの地域貢献の取り組みなどの活動内容を、市の媒体・イベント等

様々なチャネルを活用して対外広報を強化するなど、センターの認知度を高

める取り組みを積極的に行っていきます。 

 

② 「生涯現役」をめざす高齢者に生きがい・働きがいを提供する場としてのセ

ンターを PR することによって、センターのイメージアップにつなげていき

ます。 

 

[①･②の具体的取り組み］ 

 

・地域メディアに対し、取材依頼を働きかけていきます。 

 

・同好会の一般公開や希望者の見学・体験の機会を設けます。 

 

・公共施設へのパンフレット設置依頼の取り組みを推進します。 

 

・町内会回覧板への差し込み、掲示板への貼り出し依頼の取り

組みを推進します。 

 

・「地域に生かそうシニアのちから」等のキャッチフレーズを設定し、 

アピール強化を図ります。 

 

・役職員等による街頭チラシの配布活動に取り組みます。 
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・QR コードをポスターやセンター冊子等に掲載し、センターホームページに

誘引できるようにします。 

 

・イメージアップを図るため、揃いの T シャツ・ネッカ

チーフやユニフォーム (家事支援・公共等 

軽作業用)を製作し、就労時に着用するようにします。 

 

・友好団体会員や会員友人等への声掛けを推進します  

 

 

（２）ICT 化の推進 

 

① 会員・顧客への情報発信窓口としてホームページの利用促進と情報伝達の迅

速化を進めていきます。またホームページに会員専用サイトを開設し、求人

情報等の提供を行っていきます。 

 

［具体的取り組み］ 

 

・情報の最新化に努めます。入力作業は多忙な事務局から切り離し会員への外

注化を図ります。 

 

・ホームページ閲覧率を高める工夫をします。    

 

・会員専用ページを立ち上げます。   

 

・メールアドレス登録を推進し、保有者全員の登録をめざします。 

 

 

② 就業処理関連事務作業の縮減による仕事の効率化と、経費の削減につなげて

いきます。 

 

［具体的取り組み］ 

 

・受注から就業報告までの情報のデジタル化を推進します。 

 

・就業情報や連絡に関わる情報のデジタル化を推進します。 

 

・キャッシュレス決済への対応を図ります。 

 

・デジタル機器活用の啓蒙を図るとともに、初心者向けサポートを

推進します。 

 

・紙文書を見直し、できるものから計画的な紙文書の削減(ペーパーレス化)を推

進します。 
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・稟議書のデジタル化(電子サイン・電子署名・電子印鑑)を検討します。 

 

・公文書を除き、文書への押印を見直し、可能なものは廃止または自署対応と

します。  

 

・仕事の流れを見直して、IÇT 化分野と手作業分野の最適な組合せで業務効率

を向上させます。 

 

・デジタル化の推進に合わせて、定期便による情報提供について簡素化・効率

化をめざします。 

 

  

（３）会員参加のイベント企画実施 

 

① センターとして会員参加の独自のイベントを企画し、会員同士の交流を深め

るとともにセンターへの参加意識の醸成を図っていきます。 

 

［具体的取り組み］ 

 

・互助会と連携して、文化祭・発表会・鑑賞会・シルバーカフェなど会員が集

う機会づくりをめざします。 

 

② 佐倉市の様々なイベントに参加するなど、今まで以上にセンターの PR を行

うとともに、センター会員と市民との交流を深め地域社会に貢献していきま

す。 

 

［具体的取り組み］ 

 

・センター主導のイベントとして、レインボープラザ駐車場等でのシルバー朝

市の開催を検討します 

 

 

 

（４）会員研修の充実 

 

① 更なる顧客満足度アップに向け、接遇力向上の 

ための研修や生活支援班におけるスキルアップ 

のための研修を継続して実施していきます。 

 

② 技能職群における後継者育成の取り組みを職群と 

共同で行い、技能取得者の増加を図るとともに、 

事業拡大のための人材層の厚い職群づくりをめざ 

します。また技能者不足等により、これまで取り 

組めなかった独自事業の実施をめざした研修に取り組んでいきます。 

 

 



 12  

 

 

 

［具体的取り組み］ 

 

 ・新入会員向け「接遇の基本と事例研修」を年３回開催します。 

 

 ・生活支援グループ班の会員向けスキルアップのための研修を年３回行いま

す。 

 

安全・衛生管理の徹底と適正就業の推進 

 

（１）安全就業の推進 

 

① 安全・適正就業基準の周知、就業に応じた安全教育 

の推進に努めます。 

 

［具体的取り組み］ 

 

・安全・適正就業基準の周知 

事務局だよりなど機関誌や職群班・地域班を通じ安全就業基準の周知徹底と

安全意識の啓発向上を図っていきます。 

 

・各職群班の就業に対応した安全講習会の実施を推進します。 

 

 

② 安全管理教育の推進 

事故事例の徹底検証と原因究明を徹底的に行い、ヒヤリ・ハット活動をすす

め、事故ゼロをめざして安全教育を徹底していきます。 

 

［具体的取り組み］ 

 

・過去の事故発生要因や原因の解析を行い、事故ゼロを目標とした活動を推進

します。 

 

・ヒヤリ・ハット活動を推進します。 

 

・また、事故やお客様からのクレーム情報は迅速に会員 

および関連部署に連絡し、安全就業の啓発とクレーム 

抑制を図るとともに、必要に応じ、会員への再教育や 

安全研修等を行います。 

 

③ 安全パトロール 

定期的な安全パトロールにより、安全な作業現場の 

確認と安全意識の向上に努めます。 

 

［具体的取り組み］ 
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・定期的に安全パトロールを実施し、作業現場の安全・ 

適正就業の確認と安全意識の高揚を図ります。 

 

  

④ 安全運転の推進 

車両の運転や交通誘導に携わる会員に対して、就業に 

応じた安全講習会や運転手の適性検査などの施策を推進します。 

 

［具体的取り組み］ 

 

・車両運転職会員、就業時の往復に車を利用する会員、および高年齢者会員を

対象とした「安全運転チェック」と「安全運転講習」を企画・実施します。 

 

 

（２）衛生管理の推進 

 

健康と福祉の増進のため、健康診断の受診を奨励し、会員の健康管理を図り

ます。また、認知症予防および高齢者に生じやすい体調の変化を会員自ら認

識するように「健康管理意識」の高揚を図ります。 

 

① 会員の健康維持のために、年１回以上の健康診断の受診を奨励し、健康管理

と事故防止を図っていきます。 

 

② 「フレイル予防」などの健康づくりを啓発していく 

とともに、認知症予防やコロナなどの感染症予防対策 

にも力を入れていきます。 

 

［具体的取り組み］ 

 

・アイデア紹介「わたしの with corona」 

(生活様式・健康法等)などの機関紙への掲載を企画・実施します。 

 

 

（３）適正就業の推進 

 

① 適正な就業形態の維持を図り、会員の体力や就業能力に合わせた公平な就業

機会の提供に努めます。 

 

② 危険作業や指揮命令を受ける作業などの業務は、受注の取りやめや派遣就業

への移行を図ります。 
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財務基盤の強化 
 

財務基盤の安定化と強化のため、事業収益の回復と経費の一層の削減を図りま

す。 

 

（１） 年間契約取引先の拡大やより収益性の高い業務に取り組み、事業収益の安定

化と強化を図っていきます。 

 

①事業収益の回復・増強をめざし、年間契約取引先の拡大を図ります。 

 

②就業開拓強化による新規開拓を重点に取り組み、既存先に対しては、求人対

応を引き続きしっかり行っていきます。 

 

 

（２） 経営効率化による経費削減や ICT 化による事務の効率化を図り、コスト削減

を推し進めていきます。 

 

① 健全な財務状況を維持するため、ICT を活用し 

事務の効率化を含めた経営の効率化を進めます。 

 

② また、費用の削減・抑制、無駄の排除等経費の 

削減に努めます。 

 

 

（３） 2023 年から開始されるインボイス制度導入には、適切に対応していきます。 

 

① 2023 年 10 月に実施されるインボイス制度について、正しい理解と対応に

努めます。 

 

② 千葉県シルバー人材センター連合会との連携を密にし、情報の入手、体制の

構築に着手します。 
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用語の解説 

 

１.PDCA サイクル 業務プロセスなどを管理・改善する手法の一つで、

計画(Plan)▶実行(Do)▶評価(Check)▶改善(Act)

という４段階の活動を繰り返し行なうことで、継続

的にプロセスを改善・最適化していく手法。 

 

２. ICT(情報通信技術) Information and Communications Technology 

の略語で、IT(情報技術)に通信・伝達が加わった言

葉です。 

単にコンピューターによる情報処理にとどまらず、

インターネットのような通信技術を活用した情報や

知識の共有を重要視しています。 

 

３. フレイル 高齢者は、健常な状態から要介護状態になるまでに 

「フィレル(虚弱状態)」という中間的な段階を経て 

いると考えられます。 

 

４. ヒヤリ・ハット 重大な災害や事故には至らないものの、直結しても 

おかしくない一歩手前の事例の認知をいう。文字通

り、「突発的な事象やミスにヒヤリとしたり、ハッ

としたりするもの」です。 

 

５. インボイス制度  2019 年 10 月、消費税増税が施行されましたが、

それと同時に「適格請求書等保存方式」インボイス

方式(制度)※が導入されました。制度の開始は

2023 年で、シルバー事業所(消費税納税義務者)、

会員(現在免税事業者)、お客様(消費税支払い者)に

影響が予想されます。 

※売手が買手に対して、正確な適用税率や消費税額

等を伝えるものです。具体的には、現行の「区分記

載請求書」に「登録番号」「適用税率」および「消

費税額等」の記載が追加された書類やデータをいい

ます。それが個人事業主にも適用されることになり

ます。 

現在全シ協でインボイス制度に対する検討を進めて

おります。 
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３ 地区別 人口推移 
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４ 会員数の推移 

 

５ 受注金額（公共・民間）の推移 
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６地区別人口 （2020 年 12 月） 

 

７ 地区別 会員数・粗入会率（2020 年 12 月） 
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１０ 受注金額・件数の推移 

 

１１ 就業人員・就業率の推移 
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１２ 傷害・賠償事故 発生件数の推移 

 

１３ 傷害・賠償事故内容 
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